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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の部分義歯または総義歯を作製するためのミリングブロック（１）であって、
　前記患者の顎の形状に応じて削り出しに供される義歯ベース（３）を有している第１領
域と、
　さらなる後加工を必要としない合成的に成形された歯（５）が前記患者の咬合位置に基
づいて前記義歯ベース（３）上に並べられている第２領域と、
を備えていることを特徴とする、
ミリングブロック。
【請求項２】
　前記義歯ベースは、前記歯と単一の材料でワンピースとされていることを特徴とする、
請求項１に記載のミリングブロック。
【請求項３】
　前記第１領域と前記第２領域は、重合化により接続されていることを特徴とする、
請求項１に記載のミリングブロック。
【請求項４】
　前記義歯ベースは、前記患者の口腔の外形に応じて個別に加工されうることを特徴とす
る、請求項１から３のいずれか一項に記載のミリングブロック。
【請求項５】
　ガラスセラミック、リューサイト強化セラミック、アルミニウム強化セラミック、酸化
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物セラミック、酸化ジルコニウムセラミック、溶浸セラミック、長石セラミック、または
二珪酸リチウムセラミックで成形されていることを特徴とする、
請求項１から４のいずれか一項に記載のミリングブロック。
【請求項６】
　ＰＭＭＡプラスチック、熱可塑性物質、ＰＥＥＫナイロン合成物、有機質が充填された
プラスチック、無機質が充填されたプラスチック、低アレルギープラスチック、不燃材料
、焼結材料の少なくとも１つで成形されていることを特徴とする、
請求項１から４のいずれか一項に記載のミリングブロック。
【請求項７】
　前記義歯ベースは金属、金属プラスチック、またはセラミックで成形されており、前記
歯は、プラスチックで成形されていることを特徴とする、
請求項１、３、および４のいずれか一項に記載のミリングブロック。
【請求項８】
　一組の上歯用の第１ミリングブロックと、一組の下歯用の第２ミリングブロックからな
るミリングブロックシステムであって、
　前記第１ミリングブロックと前記第２ミリングブロックは、請求項１から７のいずれか
一項に記載のミリングブロックであり、各々が前記患者の口腔の形状に応じて加工される
義歯ベースを有していることを特徴とする、
ミリングブロックシステム。
【請求項９】
　前記一組の上歯と前記一組の下歯は、咬合位置に基づいて相互に配列されていることを
特徴とする、
請求項８に記載のミリングブロックシステム。
【請求項１０】
　前記歯は、既定の咬合原理に基づいて並べられていることを特徴とする、
請求項８または９に記載のミリングブロックシステム。
【請求項１１】
　少なくとも対向する四半顎分の部分義歯を有していることを特徴とする、
請求項８から１０のいずれか一項に記載のミリングブロックシステム。
【請求項１２】
　前記合成的に成形された歯は、重合化により前記義歯ベースに接続されていることを特
徴とする、
請求項１、および３から７のいずれか一項を引用する請求項８から１１のいずれか一項に
記載のミリングブロックシステム。
【請求項１３】
　患者の部分義歯または総義歯を作製する方法であって、
　一組の上歯用の第１ミリングブロックと、一組の下歯用の第２ミリングブロックとして
、請求項８から１１のいずれか一項に記載のミリングブロックシステムを用意する工程と
、　　
　前記患者の口腔形状データを決定する工程と、
　前記合成的に成形された歯（５）のさらなる後加工を行なうことなく、前記口腔形状デ
ータに基づいて、前記第１ミリングブロックと前記第２ミリングブロックにおける前記義
歯ベース（３）を前記患者の顎の形状に応じて削り出す工程と、
を含んでいる、方法。
【請求項１４】
　前記削り出す工程は、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムを用いて行なわれる、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記歯は、Gysi、Gerber、APF、APF NT、TiF、Schreinemaker、およびStaub Cranialの
少なくとも１つに係る位置決め方法に基づいて位置決めされる、
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請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　選択された前記合成的に成形された歯が前記第２領域に位置決めされ、当該第２領域は
、前記第１領域に接合される、
請求項１、および３から１２のいずれか一項を引用する請求項１３から１５のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１領域と前記第２領域は、重合化、接着、押圧、溶融の少なくとも１つにより接
合される、
請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　咬合位置に基づいて予備重合化された歯が、前記義歯ベース（３）への接合に際して最
終的に重合化される、
請求項１３から１７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記義歯ベースは、挿入と適合によって、患者の口腔の形状に応じて個別に成形されう
る、
請求項１３から１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　柔軟な前記義歯ベースは、加熱、光照射、当該義歯ベース内に存在する少なくとも２つ
の物質の化学反応のいずれかにより硬化される、
請求項１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ミリングブロック、部分義歯または総義歯の作製方法、上一組の歯のための
第１ミリングブロックと下一組の歯のための第２ミリングブロックとで構成される完全ミ
リングブロックシステム、および部分義歯または総義歯を提供する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ミリング装置を用いて上顎ベースと下顎ベースの少なくとも一方を含む総義歯を作製す
る方法が、特許文献１により公知である。それぞれのベースは、合成ブロックから削り出
し加工され、輪郭または形状の特徴を示す口腔についてのデータが使用される。また、同
文献に記載されているこの方法は、必要な歯を、上顎ベースと下顎ベースの少なくとも一
方のワックス内に位置決めする別工程を示している。義歯は、低温硬化ポリマーを利用し
て当該歯をベースに接合することにより完成される。次に、それぞれの患者の咀嚼運動に
応じて患者に最適な噛み合わせが得られるように、いわゆる咬合調整が行なわれる。
【０００３】
　したがって、上記の公知の方法は、上顎ベースと下顎ベースの少なくとも一方の完成後
において歯をワックス内に適切に位置決めする患者ごとの個別調整が必要とされ、もって
歯科医および歯科技工士による治療手続全体が時間および費用のかかるものになるという
短所がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】欧州特許第０５０１９８３Ｂ１号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　よって、以下に示す本発明の目的は、先行技術の短所を回避するミリングブロック、部
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分義歯または総義歯を作製する方法、および完全ミリングブロックシステムを提供するこ
とである。さらに、以下に示す本発明の目的は、患者ごとの個別調整のための作業工程を
減少させることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的を達成するために、本発明によれば、部分あるいは総義歯を作製するためのミ
リングブロックの提供が提案される。当該ミリングブロックにおいては、合成的に成形さ
れた一揃いの歯を備える義歯ベースが提供される。当該義歯ベースは、顎の形状に応じて
加工される。したがって、対応するミリングブロックシステムも提供される。当該システ
ムは、口内での締結法に関わらず、上一組の歯と下一組の歯として提供される。
【０００７】
　本出願に係るこの手法では、義歯ベースのみの削り出しまたは成形が可能であり、患者
の口腔について得られたＣＡＤ／ＣＡＭデータに基づく正確な削り出しにより合成的に成
型された歯が義歯ベースに係止済みであるため、さらなる調整が行なわれる必要がない。
【０００８】
　よって、適切に最適化された義歯ベースの口腔への適合および調整により、患者に最適
なものを提供するのに必要なのは単独の適合工程のみである。
【０００９】
　合成的に成型された歯とともに加工される義歯ベースに適切な顎形状が設けられる本出
願に係るミリングブロックまたはミリングブロックシステムが存在することにより、上下
顎関係を判断するために咬合印象を取る必要も、時間と費用のかかるフィッティングを行
う必要もない。
【００１０】
　よって、本出願に係る手法では、歯の配置を決定するために後で咬合器への挿入を行な
う必要がない。咬合位置について得られた基本データに応じて合成的に成型された歯が作
製済みだからである。
【００１１】
　したがって、部分義歯または総義歯を提供するための本出願に係る方法によれば、咬合
位置における一組の歯の形態である上下歯列の存在に基づいて、ほぼ全ての患者への提供
が可能となるように、一組の歯の形状と歯の大きさの比率が異なる少なくとも３つの異な
るミリングブロックシステムが提供されうる。この手法により、時間効率および費用効率
のよい作製方法が得られ、歯科医や歯科技工士が全ての国の人々に充分に対応することが
可能とされる。
【００１２】
　公知の義歯およびその作製方法と異なり、本発明によるミリングブロックは、第１領域
と第２領域を有するワンピース構成に基づいている。第１領域は、顎の形状に応じて加工
されうる義歯ベースを有している。第２領域は、上顎または下顎の一組の歯のための合成
的に成型された歯または歯列の標準化された所定配列を備えている。したがって、義歯の
ための予備的段階として、ミリングブロックが提供される。当該ミリングブロックは、第
１領域（すなわち義歯ベース）が、特に費用および時間を節約する方法で顎の形状に適合
するように加工（すなわちミリング）されうるだけのものである。
　本発明によるミリングブロックシステムは、少なくとも上一組の歯のための第１ミリン
グブロックおよび下一組の歯のための第２ミリングブロック（すなわち部分あるいは総義
歯の予備段階）を備えている。ここで、第１ミリングブロックと第２ミリングブロックの
少なくとも一方における第２領域は、既定の咬合原理に基づいて配置された上顎および下
顎の一組の歯のために合成的に成型された歯または歯列の標準化された所定配列を有して
いる。
【００１３】
　従来技術より知られている義歯を作製するための粘膜領域と歯領域の異なる色、大きさ
、および形状の組合せの予備成型の大半は、本発明の主題（上顎または下顎の一組の歯の
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ために合成的に成型および重合化された歯または歯列の標準化された所定配列）によって
かなり簡略化される。本出願によれば、粘膜領域に割り当てられた各義歯ベースのみが削
り出しの対象となる点において有利である。
【００１４】
　さらに、既定の咬合原理に基づいて配置された上顎および下顎の一組の歯のために合成
的に成型された歯または歯列の標準化された所定配列は、さらなる後加工が必要とされな
い、非個別的な、予備作製された義歯部品である。
【００１５】
　既定の咬合原理に基づいて配置された上顎および下顎の一組の歯のために合成的に成型
された歯または歯列の標準化された所定配列は、予備作製された義歯部品（すなわち、予
め特定された周知の位置決めシステム）による合成的に成型された歯または歯列の選択に
基づいて行なわれる。
【００１６】
　本発明に係る他の有利な態様は、従属請求項に係る主題である。
【００１７】
　また、合成的に成型された歯または義歯ベースがワンピースで作製される場合、ミリン
グブロックの作製時には概ねキャスティングまたはプレスモールドが使用されうる。これ
により、ミリングブロックに唯一の材料が使用され、アレルギーの可能性がより低く、接
合強度がより高い点において有利である。
【００１８】
　好ましくは、ミリングブロックが２つの部品から構成される場合、顎の形状に基づいて
加工され、異なる歯（異なる大きさと因子を有し、同様にして第２領域に配置済みである
歯）と接合される第１領域が標準化された方法で作製されることが可能とされる。
　義歯ベースが柔軟性を有するように構成されうる別の態様においては、それぞれの患者
の顎形状への適合および口腔への適合の簡略化が可能とされうる。
【００１９】
　ミリングブロックおよびミリングブロックシステム（すなわち、義歯ベースと歯の少な
くとも一方）にとりわけ有利なものとして特徴付けられる材料は、いわゆるＰＭＭＡプラ
スチック（熱可塑性物質、有機質または無機質が充填されたプラスチック、低アレルギー
プラスチックを含む）である。加えて、あらゆる形態のセラミック（特に、ガラスセラミ
ック、リューサイト強化セラミック、アルミニウム強化セラミック、酸化物セラミック、
酸化ジルコニウムセラミック、溶浸セラミック、長石セラミック、二珪酸リチウムセラミ
ック）を使用することも有利である。さらなる作製工程を要する焼結済み材料を使用する
ことも考えられる。複合義歯を含むミリングブロックまたはミリングブロックシステムも
使用されうる。
【００２０】
　したがって、咬合位置に基づいて歯が整列済みである場合、患者の口腔に合わせた全体
的調整は義歯ベースを適切に削り出しすることによってのみ行なわれる。これにより、患
者は、口腔または上下顎への適切な適合により最適な咬合位置が提供されたことを確信で
き、咬合性に関して機能的に制限がなく有利な総義歯が得られる。
　本出願に係るミリングブロックまたはミリングブロックシステム、および対応する部分
義歯または総義歯の作製方法によれば、例えば、患者の顔の形状および口腔の大きさに応
じて少なくとも３つの異なる大きさを有することによりほぼ全ての患者に提供されうる完
全な総義歯を用意できる。総義歯の適合の簡略性により、口腔への適合に係る作業工程が
大幅に削減され、費用も抑制される。経験に基づくと、特定の人々については、ミリング
ブロックシステムは複数の種類を含みうる。
【００２１】
　合成的に成型された歯の用意および位置決めに関しては、本発明に係るミリングブロッ
クおよびミリングブロックシステム、ならびに当該目的に関して公知である全ての可能な
方法（例えば、Gysi、Gerber、およびSchreinemakerより入手される、いわゆるオリジナ
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、APF NT、およびTiFに係る位置決めシステムも有利に使用されうる。Staub Cranialによ
れば、数学演算位置決め技術が用いられ、行なわれた測定に基づいて歯の元の位置を決定
し、再度位置決めする。
【００２２】
　少なくとも対向する四分円分の上下の一組の歯が使用されうる場合、本出願に係るミリ
ングブロックまたはミリングブロックシステムは、特に部分義歯の作製にも使用されうる
。咬合位置の歯について行なわれた位置決めにより、対応する顎領域への挿入および適合
の後に行なわれる歯の加工は、事実上不要である。
【００２３】
　ミリングブロックまたはミリングブロックシステムの作製に特に有利な技術の１つとし
て、咬合位置において選択され、予備重合化された歯を義歯ベースの第１領域に挿入し、
次いで義歯ベースの第２領域への接合に際して最終的な重合化のみを行なうことが可能で
ある。これにより、上顎義歯と下顎義歯のそれぞれがワンピースで作製され、形状合わせ
および嵌め合わせが行われることが可能になり、アレルギーの可能性が抑制されるととも
に、接合強度が高まる。
【００２４】
　本発明に係る別実施形態は、他の従属請求項に係る主題である。
【００２５】
　本出願に係るミリングブロックまたはミリングブロックシステムでは、自動的ＣＡＤ／
ＣＡＭ加工のためのゼロ位置移動またはゼロ点移動の固定またはマーキングが行なわれる
ことが可能になる。これにより、特にスキャンが不要とされることにより、位置決めを行
なうための膨大な量の時間の節約が可能とされる。また、ＣＡＤ／ＣＡＭシステムにおけ
る処理不良の防止が可能とされる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】全一組の歯による合成的に成型された歯が既に提供された状態において顎の形に
応じて加工される義歯ベースを有するミリングブロックを示す図である。
【図２】完成した下顎の総義歯を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本出願に係るミリングブロックおよびミリングブロックシステム、ならびに部分義歯ま
たは総義歯の作製方法の例が、図面を用いつつ以下説明される。
【００２８】
　図１には、ミリングブロック１が示されている。ミリングブロック１は、顎の形状に応
じて加工される義歯ベース３を有している。義歯ベース３上には、合成的に成形された一
揃いの歯５が既に設けられている。合成歯は、咬合位置に基づいて並び、もって上顎（図
示せず）と最適に相互作用するように加工済みである。本図示例においては、義歯ベース
と歯はワンピースとされており、作製工程が簡略化されている。
【００２９】
　図２には、完成した下顎の総義歯が示されている。義歯ベース３は口腔に適合済みであ
る。図２は、口腔形状が義歯ベースからどのように削り出されるかを、そして咬合位置に
並べられた歯５は未処理のままであることを明瞭に示している。よって、本出願に係る方
法により、義歯ベースを調整することのみにより固有の咬合を伴う完成された総義歯が提
供され、さらなる作業工程（咬合器での調整など）を必要としないようにできる。例えば
先行技術に記載されているさらなる作業工程（すなわち、咬合位置を得るために歯をワッ
クスに並べる後配列）は、本出願に係る方法においては必要ない。
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